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脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動（仮称）

○脱炭素に向けた国民の行動変容、ライフスタイル転換のうねり・ムーブメントを起こすべく、
新しい国民運動 を開始します

脱炭素の実現に向け、暮らし、
ライフスタイルの分野でも大幅
なCO2削減が求められます

しかし、国民・消費者の行動
に具体的に結びついていると
は、まだ言えない状況です

来年のG7やG20等において、
• 我が国から製品・サービ
スをパッケージにした新し
いライフスタイルの提案

• 官民連携によるライフ
スタイル・イノベーション
の国際協調

を提案・発信することも視野

国内での新たな消費・行
動の喚起とグローバルな
市場創出・マーケットイン
を促します

2 国、自治体、企業、団体
等で共に、国民・消費者の
新しい暮らしを後押しします

例えば10年後など、脱炭
素につながる将来の豊かな
暮らしの全体像、絵姿
をお示しします
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ご参考）新たな国民運動の背景（1/2）

○脱炭素の実現に向けては、2030年家庭66％、運輸35％、非エネ14％、業務51％削減など、
暮らし、ライフスタイルの分野でも大幅な削減が求められます。

地球温暖化対策計画（令和３年）の概要

Source: 地球温暖化対策計画 概要
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ご参考）新たな国民運動の背景（2/2）

○国民・消費者の８割が脱炭素という用語を認知している一方、そのために何をしたらよいか分からないなど、
具体的な行動に結びついているとは言えない状況にあります。

 全く選んでいない

 よく選んでいる
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 価格が高いことが多いと
思うから

 どんな商品が
環境負荷が低いのか

よくわからないから

 どんな商品が
環境負荷が低いのか、
調べるのが面倒だから

 環境負荷の低い商品が
手に入りにくいから

Source: ボストン コンサルティング グループ消費者アンケート 2021年

消費者の7割以上が、購買行動を変える意思を持つ。ただし、その半数は足踏み中 情報提供が最重要
今後のお買い物で、環境に負荷をかけない
商品を選びたいと思いますか?

今現在のお買い物で、環境に負荷をかけない
商品を選んでいますか?

今現在のお買い物で、環境に負荷をかけない
商品を選んでいないのはなぜですか? (MA)
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新たな国民運動の内容

○国、自治体、企業、団体、消費者等の主体が、国民・消費者の新しい暮らしを後押しします

脱炭素につながる新たな暮ら
しを支える製品・サービスを
提供・提案

デジタルも駆使して、多様で
快適な 働き方、暮らし方
を後押し（テレワーク、地方移住、
ワーケーションなど) 

地域 独自の (気候、文化等
に応じた) 暮らし方の提案、
支援

インセンティブ や効果的な
情報発信 (気づき、ナッジ) を
通じた行動変容の後押し

(消費者からの発信も含め)

脱炭素につながる新たな豊か
な暮らしの全体像を知り、
触れ、体験・体感してもらう
様々な機会・場 を
アナログ・デジタル問わず提供

1 2
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今年度はトライアル

来年度以降、地域・全国へ
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デジタル活用や製品、サービスを
組み合わせた新たな豊かな暮らしの
パッケージ提案、機会・場の創出など
消費者への効果的な訴求に向けた連携

新国民運動官民連携協議会（仮称）

○官民連携で効果的な実施につなげるため、国、自治体、企業、団体、消費者等による
官民連携協議会 (プラットフォーム) を、新しい国民運動と同時に立ち上げ、一体的な展開を図ります

各主体の取組で得られた
知見・経験・教訓の共有と
ベストプラクティスの横展開
（グリーンライフポイント事業等）

政府施策への提案・要望
(環境省普及啓発予算の
具体的な使い道・アイデア等)

「官民連携協議会」 を立ち上げ
参加者の間で、
以下の事項を協議

国 企業

団体

1

2

3自治体

新国民運動
官民連携協議会（仮称）

消費者

10/25 (火)、｢新しい国民運動・官民連携協議会発足式」を開催します


